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↱
に
は
、
単
な
る
雇
用
形

態 
 

 
 

 
 

差
別
だ
け
で
は
な
い
間
接
差

別 
 
 
 

別
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
企
業
・
財
界
、

政
府
が
一
体
と
な
っ
て
パ
ー
ト
労
働
者
の

活
用
を
進
め
る
に
は
、
社
会
の
制
度
、
企

業
の
制
度
、
家
庭
の
あ
り
方
な
ど
労
働
者

の
意
識
を
固
定
化
す
る
よ
う
に
仕
組
み
が

構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
103
万
円
ま

で
の
非
課
税
措
置
と
家
族
手
当
の
支
給
、

世
帯
収
入
に
様
々
な
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
社
会
と
企
業
が
相
互
に
連
動
す
る

制
度
が
構
築
さ
れ
た
。 

 

均
等
待
遇
の
高
揚
と 

新
た
な
課
題 

 

均
等
処
遇
の
高
揚
は
、
４
点
を
上
げ
る

こ
と
が
出
来
る
。
①
パ
ー
ト
労
働
力
の
量

的
拡
大
が
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
＝
人
件
費

削
減
の
対
策
で
、
パ
ー
ト
の
重
要
度
を
高

め
て
い
る
②
男
女
共
同
参
画
や
女
性
差

別
の
撤
廃
等
、
社
会
的
法
的
に
も
認
知
さ

れ
、
国
会
の
中
で
も
パ
ー
ト
議
運
が
発
足

し
均
等
待
遇
の
求
め
る
声
が
公
的
機
関

や
研
究
等
で
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
③
不
安
定
な
非
正
規
労
働

者
の
増
大
は
、
財
界
・
政
府
が
一
体
と
な

っ
て
進
め
る
21
世
紀
戦
略
に
よ
っ
て
、

今
後
一
層
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
「
正
規
労
働
の
場
」
を
減
少
さ
せ

過
酷
な
労
働
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
正
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前
回
に
お
い
て
、
〝
ペ
イ
・
エ
ク
イ
テ
ィ

戦
略
を
考
え
る
〟
の
中
で
男
女
賃
金
格
差
と 

正
規
・
パ
ー
ト
等
の
〝
均
等
待
遇
〟
の
こ
と

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
生
協
の

職
場
実
態
に
つ
い
て
現
状
か
ら
運
動
へ
の
働

き
か
け
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
を
今
回
の

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。 

 

パ
ー
ト
労
働
が
「
安
い
労
働
力
」 

と
し
て
の
背
景
は 

 

60
年
代
初
頭
に
、
経
済
発
展
に
伴
い
、
労

働
力
不
足
が
生
じ
、
主
婦
パ
ー
ト
を
中
心
と

し
た
雇
用
が
生
ま
れ
、
63
年
に
は
、
企
業
・

財
界
の
要
望
に
沿
っ
て
、
政
府
諮
問
機
関:

経
済
審
議
会
が
「
経
済
発
展
に
お
け
る
人
的

能
力
開
発
の
課
題
と
対
策
」
を
答
申
し
、
パ

ー
ト
労
働
の
積
極
的
活
用
が
政
府
の
労
働
力

政
策
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
た
。 

 

２
つ
目
と
し
て
は
、「
性
別
役
割
分
業
社

会
」
に
よ
る
「
女
性
差
別
」
が
常
態
化
し
た
。 

男
性
は
企
業
に
従
属
、
女
性
は
家
庭
に
従
属

し
た
た
め
、
多
様
な
能
力
や
社
会
進
出
が
後

回
し
に
な
り
、
特
に
労
働
現
場
に
お
け
る
女

性
に
対
す
る
間
接
差
別
が
制
度
と
し
て
残
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
女
性
の
長
期

勤
続
に
よ
る
「
高
コ
ス
ト
化
」
を
防
ぐ
狙
い

と
短
期
流
動
的
低
コ
ス
ト
を
生
み
出
す
役
割

と
な
っ
て
、
パ
ー
ト
の
処
遇
格
差
の
根
底 

↱
課
題
に
な
っ
て
く
る
。
④
パ
ー
ト
労

働
力
の
質
的
拡
大(

パ
ー
ト
店
長
、
パ
ー

ト
役
員
な
ど)

が
進
ん
で
い
る
。
⑤
更

に
、
労
働
環
境
の
悪
化
に
よ
り
、
家
計

収
入
の
減
少
、
世
帯
の
収
入
が
途
絶
え

る
こ
と
も
あ
り
、
パ
ー
ト
の
収
入
が
「
家

計
の
補
助
」
か
ら
「
主
な
収
入
」
に
変

化
し
、
世
帯
収
入
に
お
け
る
「
経
済
要

求
」
が
高
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。 

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
課
題
と
し
て

大
き
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
現
行

労
働
法
制
に
お
け
る
パ
ー
ト
・
臨
時
・

派
遣
・
請
負
等
の
非
正
規
労
働
者
の
雇

用
の
安
定
は
法
的
に
規
制
が
な
く
保
障

も
さ
れ
て
い
な
い
。 

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
と
①
パ

ー
ト
労
働
に
つ
い
て
は
、
短
時
間
労
働

者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法

律
で
短
時
間
労
働
者
が
定
義
さ
れ
、
事

業
主
の
責
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
全
て
努
力
義
務
で
実
行
性
に
乏
し

く
、
雇
い
止
め
に
制
限
が
な
く
、
雇
用

の
安
定
の
保
護
が
弱
い
。
②
こ
れ
ま
で

は
解
雇
を
一
般
的
に
規
制
す
る
法
的
根

拠
は
な
く
、
判
例
に
よ
る
解
雇
権
濫
用

法
理
が
確
立
し
て
い
た
。
03
年
の
改
正

で
解
雇
規
制
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
前

進
で
あ
る
。
但
し
、
非
正
規
雇
用
労
働

者
が
多
数
を
占
め
る
「
有
期
雇
用
」、
い

わ
ゆ
る
雇
い
止
め
に
つ
い
て
は
、
03
年

度
改
正
に
よ
る
と
反
復
雇
用
に
対
す
る

規
制
が
判
例
と
確
立
し
て
い
た
が
、
↳ 

 

〝

均

等

待

遇

め
ざ
し
て
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↳
雇
用
期
間
上
限
の
緩
和
に
よ
っ
て
、
【
期
間
満

了
・
雇
い
止
め
】
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。
③
現
行
法
で
は
「
雇
用
形
態
を

理
由
と
す
る
差
別
」
に
つ
い
て
は
規
制
が
な
い
。

改
正
パ
ー
ト
指
針
で
は
、
正
規
社
員
と
の
均
衡
を

考
慮
し
た
処
遇
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
が
、
実
効

性
に
乏
し
い
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
も
、

派
遣
先
の
労
働
者
と
の
均
等
待
遇 

に
つ
い
て
法

的
規
制
は
な
い
。
判
例
に
お
い
て
も
、
短
時
間
の

非
正
規
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
対
す
る
差
別
的
取

扱
い
を
違
法
・
不
法
と
す
る
判
例
が
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
差
別
待
遇
の
改
善
と
均
等
待
遇
実
現
に

向
け
た
パ
ー
ト
法
若
し
く
は
新
法
の
制
定
が
必
要

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
た
。 

均
等
待
遇
実
現
の
運
動
の
方
向 

 

ま
ず
日
本
の
社
会
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
変
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
性
別
役
割
分
業
社

会
で
の
女
性
差
別
を
解
消
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
り
、
何
よ
り
も
労
働
者
の

意
識
改
革
を
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は

生
活
と
労
働
の
選
択
に
中
立
で
生
存
権
を
保
障
す

る
社
会
制
度
の
実
現
（
税
・
社
会
保
障
中
心
）、
簡

単
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
働
け
る
だ
け
働
い
て
、

払
う
べ
き
は
払
っ
て
社
会
を
支
え
、
そ
の
代
わ
り

正
当
に
保
障
が
受
け
ら
れ
る
社
会
制
度
に
す
る
。

税
制
も
社
会
保
障
制
度
を
支
え
る
た
め
で
あ
れ
ば

労
働
能
力
の
あ
る
人
が
年
収
を
抑
制
す
る
よ
う
な

優
遇
は
廃
止
と
す
る
。
更
に
、
企
業
負
担
は
、
法

人
税
優
遇
は
論
外
、「
応
能
負
担
」
に
す
べ
き
で
あ

る
。
三
つ
目
は 

不
安
定
雇
用
と
間
接
差
別
を
規

制
し
均
等
待
遇
原
則
を
保
障
す
る
法
制
度
を
↱ 

↳
確
立
す
る
。
四
つ
目
は
、
最
低
賃
金
の
確
立
と
生

計
費
の
保
障
を
前
提
に
賃
金
は｢

世
帯｣

か
ら｢

個

人｣

へ
転
換
す
る
。
五
つ
目
は
、
自
由
に
労
働
の
あ
り

方
を
選
択
で
き
る
環
境
整
備
と
処
遇
の
あ
り
方
を
確

立
す
る
、
等
が
述
べ
ら
れ
た
。 

終
り
に
当
っ
て
、
「
処
遇
の
均
衡
性
」
を
進
め
る
に

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
研
究
会
の
報
告
で
は
、
残
業
、

配
転
等
、
い
わ
ゆ
る
拘
束
性
を
重
視
し
処
遇
格
差
の
合

理
的
理
由
と
し
て
い
る
が
、
家
族
崩
壊
や
過
労
死
・
過

労
自
殺
等
、
異
常
な
働
き
方
や
働
か
せ
方
は
、
仕
事
の

基
準
と
な
り
え
な
い
こ
と
等
を
提
起
し
発
表
を
終
え

ま
し
た
。 

【
討
論
の
輪
】 

 

質
問
は
、
均
等
、
均
衡
を
求
め
て
い
る
、
生
協
の

職
場
に
お
い
て
、
正
規
労
働
者
と
同
じ
仕
事
に
つ
い

て
パ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？
ま
た
、

職
場
に
於
け
る
パ
ー
ト
の
一
年
間
の
出
入
り
は
ど

う
か
？
更
に
、
パ
ー
ト
の
就
労
時
間
構
成
と
６
時
間

以
上
の
就
業
数
は
ど
の
位
か
？ 

パ
ー
ト
の
就
労
理

由
は
、
家
計
の
補
助
と
し
て
か
、
生
活
費
そ
の
も
の

に
充
当
す
る
か
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

杉
山
氏
は
、
質
問
に
対
し
て
擬
似
パ
ー
ト
は
１
割

位
存
在
し
て
お
り
、
一
年
間
に
於
け
る
退
職
率
は

25
％
有
、
常
に
流
動
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
正
規

の
１
～
２
年
と
比
較
す
る
と
パ
ー
ト
の
方
が
仕
事

を
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
３
年
以
上

の
勤
続
で
賃
金
が
３
等
級
に
な
っ
た
時
、
試
験
が
受

け
ら
れ
、
登
用
制
で
キ
ャ
リ
ャ
パ
ー
ト
（
管
理
職
パ

ー
ト
）
に
な
れ
る
。
週
30
時
間
以
上
は
300
人
以
上 

で
、
短
時
間
の
人
の
多
く
が
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
で
生
活

を
支
え
て
い
る
。
若
い
人
が
パ
ー
ト
で
働
く
人
達

は
、
生
活
費
そ
の
も
の
で
あ
る
。
（
文
責 

片
桐
）

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
４
月
15
日(

金)

18:

30
～
第
18
回
定
例
研
究
会
「
成

果
主
義
賃
金
の
も
た
ら
す
も
の
…
」
中
澤
特
別
員 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆
４
月
26
日(

火)

18:

30
～
第
35
回
所
員
会
議 

県
評
会
議
室 

 

◆
５
月
20
日(

金)

18:

30
～
第
19
回
定
例
研
究
会 

会
場: 

未
定 


